
番号 機関（団体名） 応募資格等
学内採用人数

※応募者多数の場合
学内選考

金額 期間 種別
他奨学金との

併給
学内

申請期限

1
公益財団法人

福岡県教育文化奨学財団
【在学募集】
（募集終了）

(1)保護者が、福岡県内に生活の本拠を有していること
(2)申込時に、高等専門学校に在学していること
(3)申込者の同一生計全員の収入合計額(年額)が生活保護
基準の2.4倍以下であること

※他の団体が実施する奨学金あるいは資金等の併願可、
併給不可(両方とも決定された場合、どちらかを辞退する
こと)
※高等学校等就学支援金、高校生等奨学給付金との併給
可

自宅
月額18,000円
月額15,000円
月額10,000円

自宅外
月額23,000円
月額20,000円
月額15,000円

令和6年4月か
ら卒業するま
での正規の修

学期間

貸与
一部可

※金額による
4月19日(金)

2
公益財団法人

福岡県教育文化奨学財団
【緊急募集】

(1)保護者が、福岡県内に生活の本拠を有していること
(2)申込時に、高等専門学校に在学していること
(3)申込者の同一生計全員の収入合計額(年額)が生活保護
基準の2.4倍以下であること

(4)1年以内に家計が急変していること
※「家計の急変」とは、家計を支えている方が、失職・破産・会社の
倒産・病気・死亡又は火災・風水害等により家計が急変した場合をい

う

※他の団体が実施する奨学金あるいは資金等の併願可、
併給不可(両方とも決定された場合、どちらかを辞退する
こと)
※高等学校等就学支援金、高校生等奨学給付金との併給
可

自宅
月額18,000円
月額15,000円
月額10,000円

自宅外
月額23,000円
月額20,000円
月額15,000円

家計急変の事
由発生月(令
和6年4月まで
遡及可)から
卒業するまで
の正規の修学

期間

貸与
一部可

※金額による

随時

※選考は年４回

3 ニコン奨学金
(募集終了）

（１）本科生の申請条件
ア 申請可能学年
２年生もしくは４年生
イ 申請可能学科
機械系、材料系、電気系、電子系、情報系、化学系、生
物系、建設系、建築系、複合系及び経済・ビジネス系の
いずれかの学科
ウ 成績要件
前年度の学業成績が所属学科（複合系学科の場合は所属
コース）内の上位３分の１以内
エ 家計基準
前年度又は前々年度の世帯の総収入が年額７３０万円以
下

（２）専攻科生の申請条件
ア 申請可能学年
１年生
イ 申請可能学科
研究内容に機械系，材料系，電気系，電子系及び情報系
のいずれかを含んでいること。（所属学科は問わない）
ウ 成績要件
なし
エ 家計基準
前年度又は前々年度の世帯の総収入が年額７３０万円以
下

各学年２名

本科生…月額２
０，０００円

専攻科生…月額
３０，０００円

採用期間：令
和６年４月～
令和８年３月
（遡って採用
を認定しま

す）

給付 可 4/12（金）

4 ウシオ奨学金
（募集終了）

【２０２４年度奨学生候補者（日本人）】
（１）推薦対象：専攻科１年生のうち、２０２４年４月
１日時点で３０歳以下であり、以下のいずれかを満たす
者。
○２０２３年度に高等専門学校本科を卒業し、２０２４
年度に専攻科に入学する者
○高等専門学校本科卒業者以外で、専攻科に入学した者
○高等専門学校本科卒業後、一定期間を経て専攻科に入
学した者
（例：２０２２年度本科卒業、２０２４年度専攻科入
学）

【２０２５年度予約選考】
（１）推薦対象：２０２５年４月１日時点で３０歳以下
であり、本科５年生のうち、専攻科への進学の意思が強
固である者。
（２）推薦可能人数： 日本人学生 各校１名
私費留学生 各校１名
（３）提出書類
①
予約選考申請書 【別紙様式１】
②
予約選考推薦調書【別紙様式２】

各校1名 月額 ６万円

奨学生に採用
した年の４月
から遡って支
給し、正規の
最短修業年限

の終期迄

給付

不可
※日本学生支
援機構貸与奨
学金のみ可

4/12（金）

奨学金募集一覧（R6春季）



5
 JEES・ジョンソンコントロール

ズ高専生奨学金
（募集終了）

(1) 令和6 年4 月に、本協会が指定する日本国内の高等
専門学校（以下「高専」という。）の4～5 年次又
は専攻科1～2 年次に正規生として在籍する者。
(2) 日本国籍を有する者、日本への永住を許可されてい
る者、又は私費外国人留学生。（日本に在留す
る間の在留資格は『留学』とする。）
(3) 本奨学金の支給期間中、本協会が実施する他の奨学
金を受給せず、他の団体から受ける奨学金等
の受給額合計が600,000 円（月額50,000 円相当）以下で
ある者。［貸与型(返済が必要なもの)奨学金、
学費免除、国の高等教育修学支援新制度は除く。］
(4) 学業成績優秀で、経済的援助を必要とする者。
(5) 令和6 年4 月に在籍する高専の長の推薦を受けるこ
とができる者。

月額奨学金
50,000 円

令和6 年4 月
より令和7 年

3 月まで
給付

一部可
※申請要件
（3）参照

4月19日(金)

6 公益財団法人
二又教育文化振興奨学会奨学金

(1)福岡県内居住者
(2)福岡県内の高等専門学校に在学する学生
(3)独立行政法人日本学生支援機構、その他の団体から学
資の援助を受けていない者、又は学資の支援を受ける予
定のない者
(4)向学心に富み、かつ、経済的理由で学資の支弁が困難
と認められる者

2名 月額20,000円
令和6年4月か
ら最短修業年
限の終期まで

給付
不可

5月24日

7 公益財団法人 川村育英会

(1)令和6年度高等専門学校本科3年次に在学している者
(2)父母及び生計を一にする家族の年間収入が500万円以
下 (祖父母の年金収入は除く)
(3)成績証明書記載の学業成績に占める、80点以上の成績
評価の割合が50％以上

1名 月額20,000円

令和6年8月か
ら高等専門学
校本科卒業ま

での期間

給付 可 5月24日

8
公益財団法人

吉田学術教育振興会
【新規採用】

(1)経済的事情から奨学金を必要としている者
(2)福岡県内居住者
(3)福岡県内の高等専門学校に在籍する者
(4)高専1年生：中学時の3年生の成績の平均値が原則とし
て3.5以上
高専2～5年生：高専在学中の成績の平均値が原則として
3.5以上
※スポーツ、芸術、創作能力等に優れた資質と実績があり、学校が推

薦する者は、給付の対象。

(5)学習活動その他生活の全般を通じて態度・行動が学
生・生徒にふさわしく、将来、良識ある社会人として活
動できると学校から推薦がある者

若干名

高専1～3年生
月額20,000円

高専4～5年生
月額30,000円

令和6年4月か
ら1年間

※継続採用に
より、最短年
限での卒業ま

で

給付 可 5月2日



9 公益財団法人
千代田財団

(1) 出願する年の 4 月 1 日現在、大学又は高等専門学
校に在学し、理学、工学系の分野を専攻する学生で、原
則として年齢が 35 歳以下であること
(2) 出願する年の 4 月 1 日現在、高等専門学校 5 年生
以上に在学していること
(3) 日本国籍を有すること
(4) 学業、人物ともに優秀であり、健康であること

若干名 月額25,000円
令和6年4月か
ら最短修業年
限の終期まで

給付
可

5月17日

10 一般財団法人 あしなが育英会

(1)高等専門学校に在籍している者(1～3年生)
(2)保護者(父又は母等)が、病気や災害(道路上の交通事
故を除く)、自死(自殺)等で死亡、又は保護者が1級～5級
の障害認定を受けていて、経済的な援助を必要としてい
る者
※身体障害者福祉法、国民年金法、厚生年金保険法、精神保健及び精
神障害者福祉に関する法律、労働者災害補償保険法に定める第1級か
ら第5級

月額30,000円
令和6年4月分
から卒業(最
短修業年限)

まで

給付 可 5月7日

11 熊本県育英資金(修学貸与)
【在学募集】

(1)生計の主たる維持者が熊本県内に居住していること
(2)勉学に意欲があると認められること
(3)学資の支弁が困難であると認められること
(4)貸与した育英資金の返還が確実であると認められるこ
と

※育英資金と他の奨学金の併願可(採用決定後に貸与を希
望する奨学金を選択すること)
※返還義務が生じない給付型奨学金や就学支援金、奨学
のための給付金の併給可

自宅
月額18,000円
月額13,000円
月額 8,000円

自宅外
月額23,000円
月額18,000円
月額13,000円

在籍する学校
の正規の修業
年限の終期ま

で

貸与

※貸与型の他
奨学金を受け
ている場合

は、申請不可

5月30日
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